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i n f o r m a t i o n

▽
市
長
そ
の
他
特
別
職

　
塚
部
　
　
和
さ
ん
（
立
花
町
）

　
江
頭
　
興お

き

宣の
ぶ

さ
ん
（
黒
川
町
）

　
森
　
　
哲
也
さ
ん
（
大
坪
町
）

▽
市
議
会
議
員

　
渡
邊
　
　
洋
さ
ん
（
黒
川
町
）

　
前
田
　
久
　
さ
ん
（
波
多
津
町
）

　
樋
渡
　
雅
純
さ
ん
（
南
波
多
町
）

　
　
野
　
　
　
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
多
久
島
　
繁
さ
ん
（
山
代
町
）

　
松
尾
　
雅
宏
さ
ん
（
木
須
町
）

　
松
永
　
孝
三
さ
ん
（
山
代
町
）

▽
教
育
文
化
関
係

　
前
田
　
信
義
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
原
田
　
治は

る

幸ゆ
き

さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
小
旗
寛
十
郞
さ
ん
（
黒
川
町
）

　
池
田
レ
イ
子
さ
ん
（
木
須
町
）

　
富
村
　
榮
治
さ
ん
（
新
天
町
）

　
白し

ら

石い
し

　
正

し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
山
代
町
）

　
金
子
　
　
肇

は
じ
め

さ
ん
（
山
代
町
）

　
石
堂
　
政ま

さ

二じ

さ
ん
（
大
川
町
）

▽
産
業
・
建
設
関
係

　
畑
石
　
眞
二
さ
ん
（
大
川
内
町
）

　
瀬
戸
口
功
治
さ
ん
（
大
川
内
町
）

　
三
宅
　
　
求

も
と
む

さ
ん
（
大
川
内
町
）

　
川
副
　
隆
夫
さ
ん
（
大
川
内
町
）

　
池
永
　
晃
一
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　　　
力
武
　
泰
子
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
福
田
　
義
晴
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
西
山
　
　
哲

さ
と
し

さ
ん
（
山
代
町
）

▽
社
会
福
祉
関
係

　
黒
川
　
陸む

つ

朗お

さ
ん
（
山
代
町
）

　
古
川
由
美
子
さ
ん
（
松
浦
町
）

▽
衛
生
関
係

　
加
茂
　
　
明
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
小
島
　
直
樹
さ
ん
（
黒
川
町
）

　
松
尾
　
　
優

ま
さ
る

さ
ん
（
南
波
多
町
）

　
小
島
　
　
智
さ
ん
（
波
多
津
町
）

　
岩
﨑
　
平
市
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

▽
そ
の
他
市
政
に
対
し
顕
著
な

　
功
績
が
あ
っ
た
者

　
池
田
　
義
幸
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
前
川
　
　
修
さ
ん
（
波
多
津
町
）

　
前
田
　
辰
夫
さ
ん
（
立
花
町
）

　
竹
内
　
和か

ず

教の
り

さ
ん
（
松
島
町
）

　
大
原
　
　
巖

い
わ
お

さ
ん
（
立
花
町
）

　
横
田
　
忠た

だ

欣よ
し

さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
小
濱
眞
一
郎
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
山
本
　
幸
子
さ
ん
（
立
花
町
）

　
安や

す

並な
み

　
　
勇
さ
ん
（
脇
田
町
）

　
梅
﨑
　
　
淳

す
な
お

さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
東
　
　
義
行
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
原
田
　
治
幸
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
清
水
　
正
彰
さ
ん
（
立
花
町
）

　
村
上
　
英
明
さ
ん
（
筑
紫
野
市
）

　
𠮷
居
　
秀
樹
さ
ん
（
佐
世
保
市
）

▽
市
民
の
模
範
と
な
る
善
行
が

　
あ
っ
た
者

　
山
口
　
義
雄
さ
ん
（
大
川
内
町
）

▽
多
額
の
金
品
寄
付
者

　
松
尾
　
勝か

つ

馬ま

さ
ん
（
黒
川
町
）

　
金
子
和か

斗つ

志し

さ
ん
（
新
天
町
）

　
株
式
会
社
奈
雅
井

　（
代
表
取
締
役
社
長
　
　
泉
清
美
）

市
政
功
労
者

　
善
行
者

↑市政功労者・善行者の皆さん

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

▼
吉
富
　
直
助
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

▼
吉
富
　
直
助
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
元
県
薬
剤
師
会
会
長

　
元
県
薬
剤
師
会
会
長

▼▼
外外ほ

か
ほ
か

園園ぞ
の
ぞ
の

　　
葉よ

う
よ
う

さ
ん
（
東
山
代
町
）

さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
副
理
事
長

　
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
副
理
事
長

▼
森
　
哲
也
さ
ん
（
大
坪
町
）

▼
森
　
哲
也
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
元
公
立
中
学
校
長

　
元
公
立
中
学
校
長

▼
江
口
　

▼
江
口
　
久久ひ

さ
ひ
さ

宣宣よ
し
よ
し

さ
ん
（
大
川
内
町
）

さ
ん
（
大
川
内
町
）

　
元
市
消
防
団
分
団
長

　
元
市
消
防
団
分
団
長

▼▼
野野のの

見見みみ

山山や
ま
や
ま

　
哲
弥
さ
ん
（
二
里
町
）

　
哲
弥
さ
ん
（
二
里
町
）

　
元
３
等
海
尉

　
元
３
等
海
尉

　
11
月
３
日
付
け
で
、
秋
の
叙
勲
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
受
章
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

秋
の
叙
勲
受
章

秋
の
叙
勲
受
章

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
　
勲

旭
日
単
光
章

旭
日
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

市
政
功
労
者
・
善
行
者
表
彰

市
政
功
労
者
・
善
行
者
表
彰

　
11
月
４
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
『
伊
万
里
市
制
施
行
65
周
年
記
念
市

政
功
労
者
等
表
彰
式
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
発
展
に
寄
与
し
た

市
政
功
労
者
（
48
個
人
）
と
、
市
民
の
模
範
と
な
る
善
行
者
（
３
個
人
・

１
団
体
）
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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市
内
で
建
設
業
を
営
む
黒
木

建
設
株
式
会
社
（
松
島
町
）
が
、

創
業
１
０
０
周
年
を
記
念
し

５
０
０
万
円
を
市
に
寄
付
し
ま
し

た
。
11
月
８
日
、
市
役
所
を
訪
問

し
、
深
浦
弘
信
市
長
に
目
録
を
手

渡
し
た
黒
木
祐
一
郎
取
締
役
社
長

は
、「
今
ま
で
学
校
建
築
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
公
共
事
業
に
携

わ
っ
て
き
た
。
今
後
も
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
建
設
業
の
分
野
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
深
浦
市
長
は
、「
有
効
に
使
っ
て

黒
木
建
設
株
式
会
社
が
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
寄
付

市
の
発
展
に
努
め
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

↑深浦市長に目録を手渡す黒木取締役社長 ↑受賞者の皆さん

市
教
育
委
員
会
表
彰

　
11
月
15
日
、
伊
万
里
市
教
育
委

員
会
表
彰
式
が
市
役
所
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
文
化
の
日
に
ち

な
ん
で
、
教
育
や
学
術
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

し
た
個
人
・
団
体
に
対
し
、
市
教

育
委
員
会
が
毎
年
表
彰
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
学
校
教
育
と
社
会
体

育
、
社
会
教
育
の
分
野
で
合
計
10

人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

【
学
校
教
育
】

▼
鴻こ
う

上が
み 

哲
也
さ
ん
（
二
里
町
）

▼
前
山 

純
一
郎
さ
ん
（
松
島
町
）

▼
小
田 

幹も
と

之ゆ
き

さ
ん
（
脇
田
町
）

▼
吉
村 

清
美
さ
ん
（
東
山
代
町
）

▼
梶
山 

康
正
さ
ん
（
大
川
内
町
）

▼
岸
田 

俊
朗
さ
ん
（
二
里
町
）

▼
髙
木 

和
之
さ
ん
（
山
代
町
）

【
社
会
体
育
】

▼
通か

よ

谷た
に 

律
さ
ん
（
大
坪
町
）

▼
小
川 

夢ゆ

希き

也や

さ
ん
（
大
坪
町
）

【
社
会
教
育
】

▼
前
田 
正
義
さ
ん
（
東
山
代
町
）

経
済
産
業
省
感
謝
状

▼
木
寺
　
　
江
さ
ん
（
山
代
町
）

知
事
表
彰

▼
橋
本
　
信

ま
こ
と
さ
ん
（
山
代
町
）

▼
馬
渡
　
恵
さ
ん
（
二
里
町
）

令
和
元
年
度
統
計

功
績
者
表
彰
受
賞
者

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

第
４
次
伊
万
里
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
改
定
（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パブリックコメント案内
◆意見提出をお願いする資料
　第４次伊万里市一般廃棄物処理基本計画改定（案）
　⑴ごみ処理基本計画
　⑵生活排水処理基本計画
◆意見募集期間
　12 月２日（月）～ 25 日（水）
◆案の公表場所・入手先
①環境課または情報広報課市民サービス係
②各町（地区）公民館または市民図書館
③市ホームページ　https://www.city.imari.saga.jp/
◆意見の提出方法
　意見は住所氏名（または団体名）を明記のうえ、次の
　いずれかの方法により提出してください。
①メール　kankyou@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501　伊万里市立花町1355番地１
　伊万里市役所　環境課
③直接提出　案の公表場所・入手先①または ②
④ファックス　㉒４５６２
◆問合先
　環境課リサイクル推進係（　 ☎㉓２１４５）

　
市
で
は
、
廃
棄
物
の
分
別
収
集
・

再
商
品
化
に
よ
る
循
環
型
社
会
の

構
築
お
よ
び
生
活
排
水
処
理
の
適

正
化
を
目
指
す『
伊
万
里
市
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
改
定
』
を
策

定
し
ま
す
。
本
計
画
は
大
き
く
分

け
て
『
ご
み
処
理
基
本
計
画
』
と

『
生
活
排
水
処
理
基
本
計
画
』
の
二

つ
の
計
画
で
で
き
て
お
り
、
両
計

画
と
も
に
令
和
２
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
計
画
と

な
り
ま
す
。
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■
決
算
認
定
（
10
件
）

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
、

特
別
会
計
決
算
９
件
に
つ
い
て
認

定
を
受
け
た
も
の
で
す
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
・
第
３
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

に
、
そ
れ
ぞ
れ
７
億
３
４
３
６

万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
６
９
億

９
６
３
８
万
円
と
し
た
も
の
で
す
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
移
住
・
定
住
促
進
事
業
（
移
住

支
援
金
）　
　
　  

２
０
４
万
円

　
次
の
意
見
書
は
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
な

ど
関
係
者
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

■
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
（
構
成
は
左
表
）。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
18
人
の
議
員
か
ら
45
項
目
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
伊
万
里
市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
２

日
か
ら
10
月
17
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会

で
は
、
条
例
議
案
８
件
、
一
般
議
案
５
件
、
決
算
議
案
10

件
、
予
算
議
案
６
件
、
報
告
４
件
、
意
見
書
案
２
件
な
ど

の
審
議
、
ま
た
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
民
活
動
促
進
事
業
（
さ
が
未

来
ア
シ
ス
ト
事
業
費
補
助
金
）

３
５
７
万
円

▽
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
事
業

１
４
６
１
万
円

▽
私
立
保
育
園
整
備
促
進
事
業

１
４
２
１
万
円

▽
認
可
外
保
育
施
設
等
利
用
費
支

給
事
業
　
　
　
　 

５
６
０
万
円

▽
ふ
る
さ
と
伊
万
里
就
業
奨
励
事
業

１
４
０
万
円

▽
た
め
池
整
備
促
進
事
業

２
２
５
０
万
円

▽
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
　
　 

　
41
万
円

▽
体
育
施
設
管
理
運
営
事
業
（
国

見
台
体
育
施
設
改
修
費
用
対
効

果
分
析
業
務
委
託
料
）４

３
７
万
円

▽
大
坪
保
育
園
・
公
民
館
複
合
施

設
整
備
事
業
　 

２
０
４
３
万
円

▽
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

１
億
９
６
３
２
万
円

■
市
立
保
育
園
条
例
及
び
市
立
幼

稚
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
な
ど

の
改
正
に
よ
る
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
伴
い
、
市
立
保
育
園

お
よ
び
市
立
幼
稚
園
の
保
育
料

に
関
す
る
規
定
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

■
特
定
事
業
契
約
締
結
の
変
更

　
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
整
備
事
業
の
特
定
事
業
契
約

に
つ
い
て
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
契
約
金
額
を
変
更
し
た
も
の

で
す
。

■
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自

治
法
の
改
正
に
伴
い
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
な
ど
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
制
定

し
た
も
の
で
す
。

■
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴

い
、
成
年
被
後
見
人
お
よ
び
被
保

佐
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た

欠
格
条
項
そ
の
他
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
を
図
る
な

ど
、
関
係
す
る
５
条
例
を
改
正
し

た
も
の
で
す
。

条
例
議
案

予
算
議
案

一
般
議
案

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会

議

会

報

告

決算審査特別委員会
（19 人）

加藤 奈津実

川田 　耕一

西田 晃一郎

山口 　常人

岩﨑 　義弥

中山 　光義

力武 　勝範

前田 　敏彦

前田 　邦幸

梶山 　　太

松尾 　雅宏

松永 　孝三

前田 　久年

渡邊 　英洋

樋渡 　雅純

笠原 　義久

盛　 　泰子

（敬称略）

（委 員 長）坂本 　繁憲

（副委員長）井手 　　勲

決
算
議
案

意
見
書

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

決
　
議
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考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

違
い
を
認
め
合
う
心

　「
自
分
ら
し
く
幸
せ
な
人
生
を
送
り
た
い
」

　
誰
も
が
持
つ
こ
の
願
い
は
、
人
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
何
人
も
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
（
基
本
的
人
権
）
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
人
権

侵
害
や
差
別
を
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
見
過
ご
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
自
分
ら
し
く

幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
は
、
誰
も
が
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
り
、
相
手
の
痛
み
や
悲
し

み
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
12
月
４
日
～
10
日
は
、『
人
権
週
間
』
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。す

べ
て
の
人
間
は
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同

胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
～
世
界
人
権
宣
言 

第
１
条
～

人
権
週
間
　
12
月
４
日
〜
10
日

●

問
合
先
　
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和
対
策
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
９
０
）

　
　
　
　
　 

生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係
（ 

☎
㉓
３
１
８
６
）

さまざまな人権問題

【令和元年度啓発活動強調事項】
・女性の人権を守ろう
・子どもの人権を守ろう
・高齢者の人権を守ろう
・障害を理由とする偏見や差別をなくそう
・同和問題（部落差別）を解消しよう
・アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
・外国人の人権を尊重しよう
・ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見や差別をなくそう
・刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう
・犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
・インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
・北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
・ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
・性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう
・性自認を理由とする偏見や差別をなくそう
・人身取引をなくそう
・東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

　人権問題には、どのようなものがあるのでしょうか。法務省人
権擁護局が定めている人権啓発活動の強調事項を紹介します。

■
世
界
人
権
宣
言

　
20
世
紀
に
起
き
た
二
つ
の
世
界

大
戦
で
は
、
多
く
の
人
命
が
奪
わ

れ
、
人
権
が
踏
み
に
じ
ら
れ
る
よ

う
な
出
来
事
も
多
く
発
生
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
悲
劇
を
二
度
と
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
反

省
か
ら
、
１
９
４
５
年
に
国
際
連

合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

人
権
を
守
る
こ
と
は
世
界
平
和
に

も
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
か
ら
、

１
９
４
８
年
12
月
10
日
、
国
際
連

合
第
３
回
総
会
で
『
世
界
人
権
宣

言
』
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
人
権
週
間
と
は

　『
世
界
人
権
宣
言
』
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
、
12
月
10
日
が

『
世
界
人
権
デ
ー
』
と
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
で
は
、
こ
の
日
を
最

終
日
と
す
る
１
週
間
（
12
月
４
日

〜
10
日
）
を
『
人
権
週
間
』
と
し

て
い
ま
す
。
世
界
人
権
宣
言
の
趣

旨
と
重
要
性
を
広
く
日
本
国
民
に

訴
え
か
け
る
と
と
も
に
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
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◆小・中学生の人権・同和教育作品展
　開催場所・期間
　市役所市民ロビー
　12 月２日（月）～９日（月）
　市民図書館
　12 月 10 日（火）～ 20 日（金）
※いずれも最終日は午後４時まで

◆街頭啓発活動
　人権に関する市民の皆さんの理解と認
識を図るため、啓発リーフレットなどを
配布し、街頭啓発活動を行います。
　期　日　12 月８日（日）
　場　所　ＪＡ伊万里農業まつり会場

市
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
方
針
を
改
訂
し
ま
し
た

　
市
が
人
権
施
策
に
取
り
組
む
た
め

の
指
針
と
し
て
、『
伊
万
里
市
人
権

教
育
・
啓
発
基
本
方
針
』
を
平
成
12

年
に
策
定
し
、
平
成
19
年
に
第
一
次

改
訂
を
行
い
、
人
権
・
同
和
教
育

の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
近
年
の
社
会
情
勢

の
変
化
に
伴
い
人
権
問
題
は
複
雑

化
・
多
様
化
し
て
お
り
、
新
た
な

人
権
課
題
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
人
権
教
育
・
啓
発

を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
、
平
成
30
年
度
に
基

本
方
針
を
見
直
し
、
第
２
次
改
訂

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
概

要
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

今
年
６
月
に
各
家
庭
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
根
底
に
人
権

尊
重
の
視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
は
こ
の
『
基
本
方
針
』

を
人
権
に
関
わ
る
諸
施
策
、
教
育

啓
発
の
基
本
と
位
置
づ
け
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
す
べ
て
の
市
民
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
真
に
豊
か
な

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市の啓発活動を紹介します

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。
差
別
す

る
つ
も
り
は
無
く
て
も
、
私
た
ち

は
無
意
識
な
行
動
で
誰
か
を
傷
つ

け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
市
で
は
、『
人

権
問
題
と
は
何
か
』、『
ど
う
す
れ
ば

同
和
問
題
が
解
決
す
る
の
か
』
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
、

各
行
政
区
に
出
向
き
、
市
民
と
人

権
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
う
地
区

巡
回
講
座
を
開
催
し
、
地
域
に
密

着
し
た
人
権
・
同
和
教
育
と
啓
発

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
企
業
向
け
の
研
修

会
の
実
施
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
就
職
は
生
活
の
安
定
や
社

会
参
加
を
通
じ
て
の
生
き
が
い
を
も

た
ら
す
な
ど
、
生
き
て
い
く
う
え
で

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
、
誰
も
が
自
由
に
自
ら
の
適
正
や

能
力
に
応
じ
て
職
業
を
選
択
で
き
る

よ
う
、
公
平
公
正
に
採
用
選
考
さ
れ

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
一
方
、
職

場
内
で
も
、
昇
進
な
ど
の
際
の
男
女

格
差
、
障
害
者
雇
用
の
問
題
、
各
種

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
人
権
問
題
が

存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
教
育
・
啓
発
が
必
要

で
す
。

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

人権感覚を磨きましょう

　このように市では、さまざまな人権問題の解決に向け、地域や企業など
における研修講座の開催など、人権・同和教育を積極的に進めています。
学習が差別をなくす第一歩です。あなたも人権問題に関する研修に参加す
るなど、できることから始めましょう。

Le
t'

s

B
ru

sh
 u

p

地区巡回講座、企業・職場研修会などへ講師を派遣します

● 講　師　教育委員会の人権・同和教育指導員を派遣しますので、気軽に申し込んでください。詳しくは生涯学習課

　　　　　へ問い合わせてください。

● 開催場所　市内であれば、希望する場所へ派遣します。（個人宅は除きます）

● 開催日、研修時間　土・日・祝日も派遣します。（12 月 29 日～１月３日は除きます）１回当たり 30 分～２時間

　　　　　　　　　　程度でお願いします。

● 研修内容　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題についてお話しします。要望に応じて、啓発映画などの視

　　　　　　聴覚教材を使用することもできます。

● 研修費用　講師の交通費や謝礼などは一切不要です。ただし、会場使用料などは依頼者で負担してください。

● 申込方法　生涯学習課に電話で申し込んでください。できるだけ希望の日時に講師を派遣します。

● 問合先　生涯学習課人権・同和教育係（☎㉓３１８６）
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◆
出
初
式

　
新
し
い
年
を
迎
え
、『
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
目
指
し
、

市
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

　
令
和
２
年
１
月
５
日
（
日
）

　
午
前
９
時

●

場
所
・
内
容

　
二
里
小
学
校
（
式
典
）

　
有
田
川
河
川
敷
（
一
斉
放
水
）

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団
係

（
　
☎
㉓
２
１
１
６
）

◆
年
末
警
戒

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

地
元
消
防
団
員
が
夜
間
巡
回
を
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
期
間
中
は
午
後
９
時
に

警
鐘
や
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

の
で
、
火
の
元
の
点
検
を
お
願
い

し
ま
す
。

●

期
　
間

　
12
月
28
日
（
土
）
〜
30
日
（
月
）

●

時
　
間

　
午
後
８
時
〜
午
前
２
時

消
防
団
年
末
警
戒
・
出
初
式

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
装
備
品
一
式
を
整
備

消
防
団
員
の
士
気
向
上
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の

装
備
品
ラ
ッ
パ
20
個
、
そ
の
他
装

備
品
13
式
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
対
し
助
成
を

行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
充
実
お
よ
び
強
化
を
図
る
も
の

で
す
。

　
整
備
し
た
装
備
品
一
式
は
、
消

防
団
の
式
典
な
ど
で
ラ
ッ
パ
隊
が

演
奏
す
る
際
な
ど
に
使
用
さ
れ
、

↑整備された装備品一式

　市では、飲食店などでの食べ残しを減らす取り組みの一つである、『30・10 運動』を推進しています。

《30・10 運動のお約束》

料理は残さず食べよう ３
さん

０
まる

 ・ １
いち

０
まる

　運動
● 問合先　環境課リサイクル推進係（ 　☎㉓２１４５）

注文する時は、
適量を注文し
ましょう

その１
乾杯後の 30 分間は、
席を立たず料理を楽
しみましょう

その２
終了前の 10 分間は、自
分の席に戻って、もう一
度料理を楽しみましょう

その３

伊万里市職員（保育士・土木）を
募集します

● 受付期間　12 月２日（月）〜 20 日（金）

　　　　　　（土・日曜日を除く午前８時 30 分

　　　　　　　〜午後５時 15 分）

　　　　　　※郵送の場合は、12 月 20 日（金）

　　　　　　　の消印のあるものまで有効
● 募集職種　保育士・土木
● 採用予定人数　若干名
● １次試験

　日　時　令和２年１月 12 日（日）

　会　場　伊万里市役所
● 受験資格や申込書・試験案内の請求

　詳しくはホームページをご覧ください。
● 問合先　総務課職員係（　 ☎㉓ 2127）

年末・年始の市プレミアム付商品券
販売窓口の開設

　購入引換券の交付を受けた住民税非課税の人
および乳幼児のいる子育て世帯を対象に販売し
ているプレミアム付商品券について、年末・年
始の次の日時に販売窓口を開設します。
● 開設場所
　伊万里郵便局
　※ほかの郵便局では開設しません。
● 開設日時
　▷ 12 月 28 日（土）午前９時～午後５時
　▷１月２日（木）午前９時～午後３時
　▷１月３日（金）午前９時～午後３時
● その他
　上記の日時以外は、対象者へ購入引換券を交

付した際にお知らせした販売場所および販売
日時での販売となります。

● 問合先
　企業誘致・商工振興課商工振興係

（　 ☎㉓２１８４）
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インフォメーションインフォメーション

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
解

体
し
た
場
合
は
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
特
に
解
体
の
届
け
出
は
、
誤
っ

た
課
税
を
防
ぐ
た
め
の
重
要
な
情

報
に
な
り
ま
す
。

●

届
出
方
法

▽
新
築
・
増
築
　
電
話

▽
解
体
　
解
家
届
出
書
を
提
出

※
解
家
届
出
書
は
税
務
課
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●

届
出
期
限
　
12
月
13
日
（
金
）

●

届
出
・
問
合
先
　
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

家
屋
の
新
築
・
増
築
・

解
体
は
届
け
出
を

　
光
陰
矢
の
如
し
。
あ
っ
と
い

う
間
に
大
好
き
な
伊
万
里
を
離

れ
る
日
（
11
月
28
日
）
と
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
離
れ
が
た
く

て
複
雑
な
気
持
ち
で
し
た
。
四

季
が
き
れ
い
で
、
人
情
味
た
っ

ぷ
り
な
伊
万
里
で
一
年
間
研
修

が
で
き
て
非
常
に
良
か
っ
た
で

す
。
市
役
所
で
は
、
各
部
署
や

私
が
所
属
し
た
ま
ち
づ
く
り
課

で
丁
寧
に
業
務
内
容
を
説
明
し

て
も
ら
っ
た
り
、
市
長
定
例
記

者
会
見
、
議
会
傍
聴
、
議
員
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ

て
、
市
政
に
つ
い
て
よ
く
理
解

で
き
た
気
が
し
ま
す
。
行
政
、

産
業
界
、
団
体
、
市
民
が
一
体

と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き

る
こ
と
を
工
夫
し
て
や
っ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
私
は
、
国
際
交

流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
国
際
交

流
広
場
、
大
連
か
ら
９
０
０
人

の
来
伊
、
大
連
市
役
所
関
連
部

署
か
ら
の
訪
問
な
ど
、
国
際
交

流
事
業
に
貢
献
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
中
友
好
協
会
、
中

国
語
教
室
、
公
民
館
、
市
民
図

書
館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民

会
館
、
区
長
会
、
山
代
東
小
学

校
、
青
嶺
中
学
校
、
伊
万
里
高

校
、
更
に
、
こ
だ
ま
会
、
草
ひ

ば
り
、
い
す
の
木
合
唱
団
、
立

花
・
新
天
町
レ
デ
ィ
ー
ス
、
バ
ッ

グ
教
室
、
大
川
内
山
、
団
体
へ

の
出
前
講
座
、
イ
ベ
ン
ト
参
加

な
ど
、
公
私
と
も
に
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

と
親
し
く
な
れ
た
こ
と
は
絶
対

に
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
通
訳
や
普
段
の
話
の

中
で
よ
く
「
日
本
語
が
上
手
に

な
っ
た
ね
」
と
褒
め
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
県
の
外
国
人
に
よ
る
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
は
大
き
な
励
み

と
な
り
、
応
援
し
て
く
れ
た
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　
伊
万
里
に
い
た
一
年
間
は
か

け
が
え
の
な
い
も
の
で
、
皆
さ

ん
が
見
慣
れ
て
い
る
風
景
も
私

に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
で
す
。

大
連
に
帰
っ
た
ら
、
習
得
し
て

き
た
も
の
を
両
市
の
た
め
に
生

か
し
て
頑
張
り
ま
す
。
伊
万
里

の
皆
さ
ん
、
大
連
市
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
謝シ

エ

謝シ
エ

！
再ザ

イ

見
ジ
ア
ン

！

か
け
が
え
の
な
い
一
年
、

本
当
に
感
謝

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

陳チ
ン 

瑩エ
イ

さ
ん 

リ
ポ
ー
ト
⑥ 

　
納
税
に
は
、
納
付
に
行
く
手
間

や
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
な
る

『
口
座
振
替
』
が
便
利
で
す
。
希
望

す
る
人
は
、
市
内
金
融
機
関
ま
た

は
市
役
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
し
込
む
際
は
、
通
帳
の
届

出
印
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
６
月
と
12
月
に
送
付
し

て
い
る
納
付
書
に
同
封
し
た
口
座

振
替
依
頼
書
（
は
が
き
）
を
使
用

す
る
と
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
だ
け
で
、
簡

単
に
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

●

口
座
振
替
日

　
毎
月
26
日
（
12
月
の
み
25
日
）

　
金
融
機
関
の
休
業
日
に
あ
た
る

と
き
は
翌
営
業
日

●

振
替
開
始
時
期

▽
銀
行
、
農
協

　
届
出
日
の
翌
月
振
替
日
か
ら

▽
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
届
出
日
の
翌
々
月
振
替
日
か
ら

●

問
合
先
　
税
務
課
収
納
対
策
室

（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

納
税
は
手
間
な
く
便
利
・

確
実
な
口
座
振
替
で

　
確
定
申
告
の
際
に
添
付
が
必
要

な
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
証
明
書
（
は
が
き
）
を
、
令

和
２
年
１
月
下
旬
に
納
付
者
に
郵

送
し
ま
す
。

※
納
付
証
明
書
に
記
載
す
る
金
額

は
、
平
成
31
年
（
令
和
元
年
）

中
に
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
ま

た
は
納
付
書
）
で
納
付
し
た

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

で
す
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
が
あ

る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
に
記

載
さ
れ
た
額
と
、
今
回
、
市
か

ら
郵
送
す
る
納
付
証
明
書
の
額

を
合
算
し
て
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
収
納
対
策
室

　（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

▽
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
４
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て

　
市
民
課
年
金
保
険
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

納

付

証

明

書

を

送

付

し

ま

す

↑納付書に同封した口座
振替依頼書（内面）

●
は
香
典
返
し
で
す
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
10
月
１
日
～
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

●
十
万
円
　
早
田
　
光
二

　（
亡
妻 

早
苗
　
松
浦
町
金
石
原
）
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